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V304a XRISM 搭載軟Ｘ線撮像検出器 SXI のフライト用 CCD 素子の地上較正試験に
おける分光性能の評価
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Ｘ線分光撮像衛星 XRISM に搭載される軟Ｘ線撮像装置 Xtend は、軟Ｘ線反射鏡 XMA と軟Ｘ線撮像検出器
SXI の組み合わせによって構成される。CCD 素子を 2× 2 のモザイク状に配置し、0.4–13 keV の帯域において
38 分角平方の広視野を実現する。今回我々は衛星に搭載する 4 つのフライト用素子のエネルギー較正用データ
取得のため、SXI 地上較正試験を実施した。試験では Mn–Kα, O–Kα, Al–Kα 輝線など複数の単色Ｘ線を長時間
照射し、高統計の較正データを取得した。較正データの解析では主に偶数・奇数列毎の出力波高値のゲイン、転
送による後続ピクセルへの漏れ電荷量、電荷転送非効率、ピクセルのまたがり方による出力波高値のずれを評価
し補正を行った。その結果、選定した 4 つの素子の較正後のエネルギー分解能は 160–180 eV であった。これは、
SXI の分光性能の要求値である 200 eV を優に下回っており、過去の衛星搭載品と比較しても十分な性能を有す
ることが分かった。本講演では、フライト用素子の補正結果、および較正後の分光性能評価の結果を報告する。


